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平成24年度　第１回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成24年11月26日（月）18:00～21:00
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀会長、石田委員、下村委員、曽和委員、田中丸委員、中嶋委員、中谷委員、福田委員、道奥委員　
計９名　（欠席：多々納委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
· 大阪府知事より大阪府河川整備審議会会長へ「河川整備基本方針及び河川整備計画について」により、淀川水系神崎川ブロック河川整備計画など６ブロック・水系の河川整備計画についての意見を求める諮問が行われた。
(1) 会長選任について
全会一致で堀委員が会長に、堀会長の指名により道奥委員が会長代理として選任。
(2) 大阪府河川整備審議会の運営及び部会の設置について

大阪府河川整備審議会運営要綱、治水専門部会の設置、及び審議会に対する意見の取扱いについては了承。
また、会長より治水専門部会委員の指名と併せ、多々納委員が部会長に指名された。

(3) 淀川水系神崎川ブロック河川整備計画（変更案）について

○意見聴取は1件とのことだが、縦覧に来た人数はカウントされているか？
●カウントはしていない。なお、平成22年11月にも、安威川ダム事業の検証に併せて意見募集し、その際には193件の意見についての府の考え方を示し、その内容も踏まえ河川整備委員会にて審議いただいているので、府民意見は反映できているものと考えている。
○今回、意見された方は、回答をどこで得られるかを知っているのか。
●回答手順については、本審議会にて示すとともに、審議資料としてＨＰにて公表することで回答としている。

○ＨＰでは非常に見づらいため、回答内容が即座にわかるような手法を工夫されたい。

○河川整備計画（変更案）については了承。併せて、本内容をもって答申とする。
(4) 二級河川大津川水系の当面の治水目標の設定について

○父鬼川において、80mm程度の降雨により、危険度Ⅱの浸水エリアは生じるものの人家への被害はなしとなっているが、将来の土地利用形態も見据え、住宅開発への対応をどのように考えているのか。
●浸水エリアは、市街化調整区域のため住宅開発が規制されている地域である。また、府では洪水リスク開示により、危険な地域には住宅を建設しない等、土地利用の緩やかな誘導を促している。
○今回、個別河川ごとに目標設定しているが、同一水系の全ての河川を一貫した場合、上流部の改修は下流部では流量負担が増すといった影響も考慮されているのか。
●上流河川の改修に伴う流量の増加も見込み、下流河川の目標設定も検討しており、各支川の洪水の重なりなども反映している。
○治水目標設定における治水手法の効率性については事業費を基に算出しているが、その時点での用地費はある程度現地の状況を踏まえ算出されているのか。
●この段階での用地費は、治水手法の仮設定ということも有り標準断面をもとに、簡易に算出している。

○松尾川に関しては、治水目標設定フローとは異なる手法で目標が設定されているため、これは、残区間がわずかで、事業に要する時間スケールが、今後の治水対策の進め方での当面20～30年程度よりも短いスパンであることから、フローとは別手法で設定していることを、府民へわかりやすく説明できる資料とされたい。
○当面の治水目標に関して、大津川は、現状で府内で目標とすべき治水レベルに達していること、松尾川については、現計画規模の80ミリ程度対応、槇尾川、東槇尾川、牛滝川については、65ミリ程度対応、父鬼川については、50ミリ程度対応とすることで了承。
(5) 石津川水系河川整備計画（原案）について

○石津川の横断図において、現況河床、現計画河床などが示されているが、住民にとってはわかりづらいため、表現を工夫されたい。また、和田川の横断図において、堤防嵩上げが示されているが、既にH.W.Lより高い位置まで堤防高さはあり、嵩上げ整備がなぜ必要なのか表現を工夫されたい。
○ため池の活用・保全に関して言及されているが、防災調整池についても治水上重要な役割をなすものであり、地元自治体と連携して進めていく上でもため池と同様であることから、言及された方が良いと考える。
　　○不要な堰の撤去とあるが、水利用者の立場からすると「不要」とすると表現が穏当でないと思われるため、「利用実績がない」等、表現を工夫されたい。
　　○河川整備計画の構成に関して、整備計画の目標には「河川利用」面が示されている一方、整備の実施事項には「河川利用」面の節がなく、一見した範囲では記載がないようだが、何等か記載が必要ではないか。
　　●他の整備計画の記載内容も踏まえ、次回までに整理する。

　　○今回、石津川では河床掘削、和田川では堤防嵩上げといったように、河川改修における手法選択が異なっているが、その理由は何か。
　　●個々河川の特性を踏まえ、経済性を考慮し、最適な手法を選択している。

　　○地域との連携に関しては、「河川改修の有無にかかわらず進めるべきもの」と「河川改修と併せて更なる展開を目指し進めるもの」に大別されると考えられる。地域連携の実効性をより高めるには、2つに切り分けて検討を進めることも必要と考える。
　　●ご指摘の点も踏まえ、地域連携に係る表現の充実を検討したい。
　　○整備計画に、「河床低下」や「水質悪化」といった状況が示されているが、その原因については言及されておらず、検討願いたい。
　　●河床低下に関しては、河川の蛇行修正を進めてきたことが要因の一つと考えられるが、水質悪化の原因に関しては、次回までに検討する。

　　○委員意見を踏まえ修正し、次回、再度審議する。
(6) 大和川水系石川ブロックの当面の治水目標の（流域の概要）について

○モチツツジ－アカマツ群集の分布域が拡がっているとのことだが、昨今、アカマツは減少傾向にあるため、内容を再度確認願いたい。
○次回以降の治水専門部会で、石川ブロックについては、当面の治水目標の設定について審議する。
知事より大阪府河川整備審議会会長へ淀川水系神崎川ブロックなど６ブロック・水系の河川整備計画についての諮問が行われた


(1)会長選任について


　・全会一致で堀委員が会長に、堀会長の指名により道奥委員が会長代理として選任。


(2)大阪府河川整備審議会の運営及び部会の設置について


　・審議会運営要綱、治水専門部会の設置、及び審議会に対する意見の取扱いについては了承。


また、会長より治水専門部会委員の指名と併せ、多々納委員が部会長に指名された。


(3)淀川水系神崎川ブロック河川整備計画（変更案）について


　・河川整備計画（変更案）については了承。本内容をもって答申とする。


(4)二級河川大津川水系の当面の治水目標の設定について


　・当面の治水目標に関して、大津川は、現状で府内で目標とすべき治水レベルに達していること、松尾川については、現計画規模の80ミリ程度対応、槇尾川、東槇尾川、牛滝川については、65ミリ程度対応、父鬼川については、50ミリ程度対応とすることで了承。


(5)石津川水系河川整備計画（原案）について


　・委員意見を踏まえ修正し、次回、再度審議する。


(6)大和川水系石川ブロックの当面の治水目標の設定（流域の概要）について


　・次回以降の治水専門部会で、当面の治水目標の設定について審議する。








